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本稿の要旨
中世の思想家であり，宗教家でもあり，そしてヒューマニストであったデシデリウス・エ










は じ め に




2 彼は，1517 年⚕月 19 日にユトレヒト司教に叙任されている。彼の名は，フィリップ・ド・ブルゴーニュ
（Philippe・de・Bourgogne）（1464 年生-1524 年没）であり，彼はブルゴーニュ公フィリップ⚓世（フィリッ
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His Views with Human Nature and Social Relationship in
Erasumusʼs『Querela Pacis』







エラスムスは，1516 年のはじめにジョン・ソヴァージュ（Jean le Sauvage）（1455 年生-























3 上掲書『平和の訴え』の 12 ページの 13 行目。
4 上掲書『平和の訴え』の 13 ページの⚙行目。
5 ネーデルランドのブルゴーニュ公シャルル⚒世は，後に，神聖ローマ帝国皇帝カール⚕世（Karl Mantua，
Holy Roman Empire）（在位 1519-1556 年）になり，さらに，スペイン王カルロス⚑世（Carlos I）（在位
1516-1556 年）になっている。
6 この訳は，J・ホイジンガ （ー宮崎 信彦訳）『エラスムス─宗教改革の時代─』による。同書 11 章（神学の
光 1514-6）の 100 ページの上段⚙から 10 行目。












































札幌学院大学経済論集 第 13 号（2018 年 2 月)
第⚑節 戦争を未然に防ぐ方策：再びその社会的仕組みあるいは方策
第⚒節 第一次イタリア戦争：フランス王シャルル⚘世のナポリ王継承権とイタリア侵攻
































8 前掲書『平和の訴え』⚑節 15 ページの⚒から⚔行目。
9 前掲書『平和の訴え』⚑節 15 ページの⚔から⚖行目。
10 前掲書『平和の訴え』⚑節 15 ページの⚖から⚗行目。
11 前掲書『平和の訴え』⚑節 15 ページの 12 から 13 行目。
12 前掲書『平和の訴え』⚑節 16 ページの⚒から⚓行目。この狂気の沙汰という言葉が，エラスムスの「この
世」に対する評価であると理解している。
13 前掲書『平和の訴え』⚑節 16 ページの⚔行目。
14 前掲書『平和の訴え』⚑節 16 ページの⚔行目。
































16 前掲書『平和の訴え』⚑節 16 ページの⚖から⚗行目。
17 前掲書『平和の訴え』⚑節 16 ページの⚗行目。
18 前掲書『平和の訴え』⚒節 16 ページの 10 から 14 行目参照。
19 前掲書『平和の訴え』⚒節 16 ページの 14 行目。
20 前掲書『平和の訴え』⚒節 16 ページの 14 行目。
21 前掲書『平和の訴え』⚒節 17 ページの⚒から⚓行目。
22 前掲書『平和の訴え』⚒節 17 ページの⚓から⚔行目。
23 前掲書『平和の訴え』⚒節 17 ページの⚕から⚗行目参照。
24 前掲書『平和の訴え』⚒節 17 ページ⚗行目。
25 前掲書『平和の訴え』⚒節 17 ページの⚘行目。
26 前掲書『平和の訴え』⚒節 17 ページの⚘行目。
27 前掲書『平和の訴え』⚓節 18 ページの⚒から⚓行目。
28 前掲書『平和の訴え』⚓節 18 ページの⚑から⚒行目。
29 前掲書『平和の訴え』⚓節 18 ページの⚓行目。








































32 前掲書『平和の訴え』⚔節 19 ページの⚘から⚙行目には，「ぶどうの木は楡の木を抱きしめ」，「桃の木はぶ
どうの木を可愛がって」いる，とある。エラスムスは，これらの植物が「平和の利益」だけを感じているよ
うに見受けられる，と結んでいる。
33 前掲書『平和の訴え』⚔節 19 ページの 10 から 11 行目。植物の近親性の事例として，エラスムスは，本稿
の脚注 32 で見たように，ぶどうと楡の木，桃の木とぶどうの木の間での近親性を挙げている。




35 前掲書『平和の訴え』⚕節 20 ページの⚘行目。
36 前掲書『平和の訴え』⚕節 20 ページの⚙行目。
37 前掲書『平和の訴え』⚕節 20 ページの 10 から 11 行目。
38 前掲書『平和の訴え』⚖節 20 ページの 14 行目。
























40 前掲書『平和の訴え』⚖節 21 ページの⚑から⚒行目。
41 前掲書『平和の訴え』⚖節 21 ページの⚒から⚓行目。
42 前掲書『平和の訴え』⚖節 21 ページの⚙から 10 行目。
43 前掲書『平和の訴え』⚖節 21 ページの 11 から 12 行目。
44 前掲書『平和の訴え』⚗節 21 ページの 13 行目。
45 前掲書『平和の訴え』⚗節 21 ページの 14 から 15 行目。
46 前掲書『平和の訴え』⚗節 21 ページの 15 から 22 ページの⚑行目。






48 前掲書『平和の訴え』⚗節 22 ページの⚖から⚘行目。
49 前掲書『平和の訴え』⚗節 22 ページの⚘から⚙行目。
























51 前掲書『平和の訴え』⚘節 22 ページの 10 から 11 行目。





53 前掲書『平和の訴え』⚘節 23 ページの⚘から⚙行目。
54 前掲書『平和の訴え』⚙節 23 ページの 11 から 12 行目参照。
55 前掲書『平和の訴え』⚙節 23 ページの 13 から 14 行目。「狂乱の女神」は，前掲書『平和の訴え』の訳注
（17）によると，復讐と制裁の女神であり，一般に翼を持っており，頭髪は蛇で，手に炬火の姿で表される。
「平和の女神」とは正反対な役割をしている。




57 前掲書『平和の訴え』⚙節 23 ページの 15 から 24 ページ⚑行目。
58 前掲書『平和の訴え』⚙節 24 ページの⚑行目。
59 前掲書『平和の訴え』⚙節 24 ページの⚘から⚙行目。
60 前掲書『平和の訴え』⚙節 24 ページの⚙から 10 行目。
61 前掲書『平和の訴え』⚙節 24 ページの 11 から 13 行目。





























63 前掲書『平和の訴え』10 節 25 ページの⚖から⚗行目。
64 前掲書『平和の訴え』10 節 25 ページの 13 から 14 行目。
65 前掲書『平和の訴え』10 節 26 ページの⚒行目。
66 前掲書『平和の訴え』10 節 26 ページの⚓から⚔行目。
67 前掲書『平和の訴え』10 節 26 ページの⚙から 10 行目。
68 前掲書『平和の訴え』10 節 26 ページの 10 行目。
69 前掲書『平和の訴え』10 節 26 ページの 11 から 12 行目参照。
70 前掲書『平和の訴え』11 節 27 ページの⚓から⚕行目。
71 前掲書『平和の訴え』11 節 27 ページの⚕から⚖行目。
72 前掲書『平和の訴え』11 節 27 ページの⚘行目。



































74 前掲書『平和の訴え』11 節 27 ページの⚙から 10 行目。
75 前掲書『平和の訴え』11 節 27 ページの 12 から 13 行目。
76 前掲書『平和の訴え』11 節 27 ページの 13 行目。
77 前掲書『平和の訴え』11 節 27 ページの 15 行目。
78 前掲書『平和の訴え』11 節 28 ページの⚑行目。
79 前掲書『平和の訴え』12 節 28 ページの⚙行目。
80 前掲書『平和の訴え』12 節 28 ページの 10 行目。
81 前掲書『平和の訴え』12 節 28 ページの 11 行目。
82 前掲書『平和の訴え』12 節 28 ページの 12 行目。
83 前掲書『平和の訴え』12 節 28 ページの 13 から 14 行目。
84 前掲書『平和の訴え』12 節 28 ページの 14 行目。
85 前掲書『平和の訴え』12 節 28 ページの 15 から 29 ページの⚑行目。
86 前掲書『平和の訴え』12 節 29 ページの⚓行目。
87 前掲書『平和の訴え』12 節 29 ページの⚕行目。
88 前掲書『平和の訴え』12 節 29 ページの⚗から⚘行目。



















90 前掲書『平和の訴え』13 節 30 ページの⚓行目。










92 前掲書『平和の訴え』13 節 30 ページの⚗から⚘行目。










94 前掲書『平和の訴え』14 節 31 ページの⚒から⚓行目。
95 前掲書『平和の訴え』14 節 31 ページの⚕行目。






























97 前掲書『平和の訴え』14 節 31 ページの⚗から⚘行目。
98 前掲書『平和の訴え』14 節 31 ページの⚙から 10 行目。
99 前掲書『平和の訴え』14 節 31 ページの 11 から 12 行目。
100 しかし，エラスムスは，聖職者の所より夫婦者の所に居住したいと思っていたと考えられる。前掲書『平和
の訴え』14 節 31 ページの 12 から 15 行目において，エラスムスは「たくさんの位階勲等や，おびただしい
数の特別の徴章や祭式を種にして，絶対の愛を宣べ授けて得々としている人たちの所」より夫婦者の所に
自身の足を向けると，語っている。
101 前掲書『平和の訴え』15 節 32 ページの⚑行目参照。
102 前掲書『平和の訴え』15 節 32 ページの⚓行目。
103 前掲書『平和の訴え』15 節 32 ページの⚓から⚔行目。
104 前掲書『平和の訴え』15 節 32 ページの⚔行目参照。
105 前掲書『平和の訴え』15 節 32 ページの⚕行目参照。






















107 前掲書『平和の訴え』16 節 32 ページの 10 行目。キリストの愛については，たとえば，『ヨハネによる福音
書』第 13 章 34 節に「私は，新しいいましめをあなたがたに与える，互いに愛し合いなさい。わたしがあな
たがたを愛したように，あなたがたも互いに愛し合いなさい」とある。またその第 15 章 12 節「わたしのい
ましめは，これである。わたしがあなたがたを愛したように，あなたがたも互いに愛しなさい」とある。
108 前掲書『平和の訴え』16 節 32 ページの 10 から 11 行目。
109 前掲書『平和の訴え』16 節 32 ページの 12 行目。




112 前掲書『平和の訴え』16 節 33 ページの 15 行目。パウロの「平和の神」については『ローマ人への手紙』第
13 章 33 節に「どうか，平和の神があなたがた一同と共にいますように」，またその第 16 章 20 節に「平和の
神は，サタンをすみやかにあなたがたの足の下に踏み砕くであろう」とある。同様に，『コリント人への第
二の手紙』第 13 章 11 節に「そうすれば，愛と平和の神があなたがと共にいて下さるであろう」とある。
『テサロニケ人への手紙』第⚕章 23 節に「どうか，平和の神ご自身が，あなたがたを全くきよめて下さるよ
うに」とある。
113 前掲書『平和の訴え』16 節 34 ページの⚑から⚒行目。
114 前掲書『平和の訴え』18 節 35 ページの⚕から⚖行目。エラスムスは，その例として『イザヤ書』第 32 章 18
節を引いている。すなわち，「わが民は平和の家におり，安らかなすみかにおり，静かな休み所におる」で
ある。
115 前掲書『平和の訴え』18 節 35 ページの 10 行目。『ローマ人への手紙』第⚕章 11 節には「わたくしたちは，
今や和解を得させ下さったわたしたちの主イエス・キリストによって，神を喜ぶのである」とある。
116 前掲書『平和の訴え』18 節 35 ページの 14 から 15 行目。


























118 前掲書『平和の訴え』21 節 38 ページの⚒から⚓行目。
119 前掲書『平和の訴え』22 節 39 ページの 10 行目。
120 前掲書『平和の訴え』21 節 38 ページの⚙から 10 行目。
121 エラスムスは，「一つなる」ことの意味を説明している。「葡萄の幹とその若枝」は一つであるという。また
前掲書『平和の訴え』⚔節 18 ページの⚙から 10 行目において「一つの生きものの体内には，それぞれの器
官の間に信頼のできる協力関係がある」という。





































125 前掲書『平和の訴え』25 節 42 ページの 10 から 11 行目。『マタイによる福音書』第 19 章 23 から 24 節に「富
んでいる者が天国にはいるのは，むずかしいものである。また，あなたがたに言うが，富んでいる者が神の
国にはいるよりは，らくだが針の穴を通る方が，もっとやさしい」とある。




127 前掲書『平和の訴え』25 節 42 ページの 15 から 43 ページの⚑行目。『マタイによる福音書』第 11 章 29 節
に「わたしは柔和で心のへりくだったものであるから，わたしのくびきを負うて，わたしに学びなさい」と
ある。
128 前掲書『平和の訴え』25 節 42 ページの 10 行目。『マタイによる福音書』第⚖章 34 節に「だから，あすのこ
とを思いわずらうな。あすのことは，あす自身が思いわずらうであろう。一日の苦労は，その日一日だけ
で十分である」とある。すべてを天（神）まかせる精神をエラスムスは賛美している。
129 前掲書『平和の訴え』19 節 36 ページの⚖から⚗行目。

































131 前掲書『平和の訴え』27 節 44 ページの⚘から⚙行目。
132 前掲書『平和の訴え』28 節 45 ページの 13 行目。
133 前掲書『平和の訴え』29 節 46 ページの⚗行目。
134 前掲書『平和の訴え』29 節 46 ページの⚘行目。しかし，その 31 節 49 ページの⚓から⚔行目に「それにし
ても平和の表象であるこの教会が，その最初の形とこんなにもひどく違っているとは」とある。エラスム
スは，天の都エルサレムが平和という意味であり，「この世」では教会がその表象であると考えている。
135 前掲書『平和の訴え』30 節 47 ページの⚕から⚖行目。
136 前掲書『平和の訴え』30 節 47 ページの⚗から 10 行目参照。
137 この社会観についてより文献的なせつめいについては，前掲書『中世ヨーロッパの社会観』の序章と第⚓章
を参考にしていただきたい。
138 前掲書『平和の訴え』25 節 42 ページの 12 から 13 行目。
139 前掲書『平和の訴え』25 節 43 ページの⚗から⚘行目。
















































141 前掲書『平和の訴え』30 節 47 ページの 13 から 14 行目。
142 前掲書『平和の訴え』32 節 49 ページの 12 から 14 行目において，エラスムスは「この痴愚のために，人間
の心の目はすっかり眩んでしまって，一寸先の不幸も見通すことができず，狂った向こう見ずの行動によっ
て，一切の自然な絆とキリストの絆を断ち切り，協定という協定をみな破って」いる，と言う。
143 前掲書『平和の訴え』33 節 50 ページの⚒から⚓行目。

















145 前掲書『平和の訴え』33 節 50 ページの 15 から 51 ページの⚑行目。
146 前掲書『平和の訴え』33 節 50 ページの⚖から⚗行目。
147 前掲書『平和の訴え』33 節 50 ページの⚗行目。
148 前掲書『平和の訴え』34 節 51 ページの 10 から 11 行目。
149 エラスムスは，時効になったような権利を持ち出した王として，イタリア遠征に関わったフランス王シャ
ルル⚘世（Charles VIII）（1470 年生-1498 年没）（在位 1483-1498 年）とシャルル⚘世の子ルイ 12 世（Louis
XII）（1462 年生-1515 年没）（在位 1498-1515 年）を想定していると思われる。この二人の君主の王位継承
にともなうイタリア遠征を批判的に語っていると理解される。






(Innocentius) VIII）（1432 年生-1492 年没）（在位 1484-1492 年）によってナポリ王国を与えられた。しか
し，その後，イノセント⚘世とナポリ王フェルディナント⚑世（Ferdinand I）（1423 年生-1494 年没）（在位
1458-1494 年）とが和解し，イノセント⚘世との間で交わされた約束が曖昧にされ，1494 年にイノセント⚘
世は崩御した。その時，ミラノ公国のルドウィーコ・スフォルツア（Ludovico Sforza）（1452 年生-1508 年
没）（在位 1494-1500 年）がその公国の公爵に就いた。このことに対して，ナポリ王国アルフォンソ⚒世






























ヴィスコンティ（Valentina Visconti）（1371 年生-1408 年没）であったことを口実に，ミラノ公国の公爵継
承の権利を要求した。ルイ 12 世は，最初，ヴェネツィア共和国などと連合し，またスイス傭兵と共に，ミ
ラノ公国に侵攻した。





また，ルイ 12 世の跡を継いだフランソワ（フランシス）⚑世（François (Francis) I）（1494 年生-1547 年
没）（在位 1515-1547 年）も先祖の王位継承の権利を主張してミラノ公国を再度占領した。









アン⚑世（Maximilian I）（在位 1493-1519 年）の孫であったカールは，イングランド王ヘンリ⚘世の娘メア
リーと結婚するはずであったが，ルイ 12 世の介入で結婚が不可能になった。フランス王女クロードと結婚
したが，その⚒年後にクロード女王はフランソワ⚑世と結婚した。
152 前掲書『キリスト者の君主の教育』第⚙章（婚姻と政略）360 ページの 15 から 16 行目。




























154 前掲書『平和の訴え』39 節 57 ページの⚖から⚘行目。エラスムスは，名指しで教皇ユリウス⚒世（Julius
II）（在位 1503-1513 年）の戦争責任を批判している。もしかして教皇アレクサンダー⚖世（Alexander IV）
（在位 1492-1503 年）のことについても知っていたかも知れない。マキアヴェㇽリ（大岩 誠訳）『君主論』




ランス国王とはルイ 12 世（Louis XII）である。また，上掲書『君主論』第⚓章（混合君主国について）25
ページの本文⚗から⚘行目に，ルイ 12 世は，「法王アレクサンドロがロマーニアを占領する手助けをした」
とある。教皇自身がエラスムスの言う流血行為の元凶であったのかもしれない。
155 前掲書『平和の訴え』39 節 57 ページの 13 から 14 行目。
156 前掲書『平和の訴え』39 節 57 ページの 14 行目。
157 前掲書『平和の訴え』39 節 57 ページの 14 から 58 ページの⚑行目。これに続けて，エラスムスは「戦争を
煽り，悪をそそのかし，破壊に駆り立てる坊主の舌は，なんと汚らしいかな！」と揶揄している。
158 前掲書『平和の訴え』40 節 58 ページの 13 行目。
159 前掲書『平和の訴え』40 節 59 ページの⚒から⚓行目。



















161 前掲書『平和の訴え』41 節 59 ページの 14 から 15 行目。また，Biographical Dictionary（The Cardinals of
the Holy Roman Church）のシオンの枢機卿マチアス・シネール（Mathias Schiner）（1465 年生？-1522 年
没）の事項に「that same year, he went to London seeking to organize an alliance between the pope, the
emperor, England, and Spain; the reconciliation of the Swiss Confederation and the emperor with France
made the alliance impossible.」と記載されている。これは 1516 年の出来事である。彼は，エラスムスが指
摘するように，一方で教皇を，他方では王・君主たちを，そそのかして戦争を促進させたのかも知れない。
枢機卿シネールは，1511 年 10 月の教会会議（consistory）でイタリアとドイツの教皇大使に選出され，1513
年のフランス軍とミラノ公（マクシミリアン・スフォルツア）のNovara の戦いでスイス傭兵隊を指揮した
と思われる。教皇レオ 10 世（Leo X）（1475 年生-1521 年没）（在位 1513-1521 年）が選出された，1513 年の
教皇選挙会に出席している。
162 前掲書『平和の訴え』41 節 60 ページの⚑行目。
163 前掲書『平和の訴え』41 節 60 ページの⚒行目。
164 前掲書『平和の訴え』42 節 60 ページの 13 行目。
165 前掲書『平和の訴え』42 節 60 ページの 14 から 15 行目。
166 前掲書『平和の訴え』42 節 61 ページの⚔から⚕行目。
167 前掲書『平和の訴え』42 節 61 ページの⚕行目。
168 前掲書『平和の訴え』42 節 61 ページの⚗から⚘行目。
169 前掲書『平和の訴え』42 節 61 ページの 15 行目。
170 前掲書『平和の訴え』43 節 62 ページの 10 行目。






























172 前掲書『平和の訴え』47 節 65 ページの 12 から 13 行目。
173 前掲書『平和の訴え』47 節 66 ページの 11 から 12 行目。
174 前掲書『平和の訴え』47 節 66 ページの 12 行目。
175 前掲書『平和の訴え』47 節 66 ページの 13 行目。また，前掲書『キリスト者の君主の教育』第 11 章（戦争




176 前掲書『平和の訴え』47 節 66 ページの 13 から 14 行目。
177 前掲書『平和の訴え』47 節 66 ページの 15 行目。
178 前掲書『平和の訴え』47 節 66 ページの 15 から 67 ページの⚑行目。
179 前掲書『平和の訴え』62 節 82 ページの⚘から 10 行目。




























181 前掲書『平和の訴え』47 節 67 ページの⚒から⚓行目。
182 前掲書『平和の訴え』47 節 67 ページの⚓から⚔行目。
183 前掲書『平和の訴え』55 節 74 ページの⚓行目。
184 前掲書『平和の訴え』55 節 74 ページの⚕から⚖行目。





186 前掲書『平和の訴え』55 節 74 ページの⚖行目。
187 前掲書『平和の訴え』66 節 87 ページの⚓行目。
188 前掲書『平和の訴え』55 節 74 ページの⚓から⚔行目。
189 前掲書『平和の訴え』62 節 82 ページの 11 から 12 行目。































191 前掲書『平和の訴え』49 節 69 ページの⚗行目。
192 前掲書『平和の訴え』49 節 69 ページの 14 から 15 行目。
193 前掲書『平和の訴え』52 節 71 ページの⚕から⚗行目。
194 前掲書『平和の訴え』64 節 84 ページの 10 から 11 行目。
195 前掲書『平和の訴え』49 節 68 ページの 14 行目。
196 前掲書『平和の訴え』49 節 68 ページの 15 から 69 ページの⚑行目。
197 前掲書『平和の訴え』49 節 69 ページの⚒から⚓行目。


























199 前掲書『平和の訴え』49 節 69 ページの⚓から⚕行目。
200 前掲書『平和の訴え』64 節 84 ページの 15 から 85 ページの⚒行目。
201 前掲書『平和の訴え』49 節 68 ページの⚘行目。
202 前掲書『平和の訴え』49 節 68 ページの⚙行目。
203 フランス王シャルル⚘（Charles VIII）（在位 1483-1498 年）は，イタリア半島に侵攻することに先だって，
オーストリア（神聖ローマ帝国皇帝）のマクシミリアン⚑世（Maximilian I）（1459 年生-1519 年没）（在位
1493-1519 年）やイングランド王ヘンリー⚗世（Henry VII）（1457 年生-1509 年没）（在位 1485-1509 年）あ
るいはアラゴン王フェルディナント⚒世（Ferdinand II）（1452 年生-1516 年没）（在位 1479-1516 年）と協
定・条約を結び，イタリア遠征中にフランスが攻められないようにした。この条約は，平和をもたらすため
ではなく，戦争（イタリア戦争）を開始するためにシャルル⚘世によって結ばれたと見ることができる。

































205 前掲書『平和の訴え』66 節 87 ページの⚗行目。
206 前掲書『平和の訴え』55 節 74 ページの⚘行目。
207 前掲書『平和の訴え』55 節 74 ページの⚗から⚘行目。
208 前掲書『平和の訴え』55 節 74 ページの⚘行目。
209 前掲書『平和の訴え』55 節 74 ページの⚘から⚙行目。
210 前掲書『平和の訴え』55 節 74 ページの 10 行目。
211 前掲書『平和の訴え』55 節 74 ページの 11 から 12 行目。
212 前掲書『平和の訴え』55 節 74 ページの 13 行目。
213 前掲書『平和の訴え』56 節 76 ページの⚓から⚔行目。
214 マキアヴェㇽリ（大岩 誠訳）『君主論』第 12 章（軍勢には幾つかの種類があるについて，また傭兵組につ



















ダ・バルビアノ（Alberico da Barbiano）（1344 年頃生-1409 年没）の部隊に入り，傭兵として
の力量を養った。ペルジアあるいはフローレンス（フィレンツェ）に傭われて彼は，ミラノ
公ジャン・ガレアツォ・ヴィスコンティ（Gian Galeazzo Visconti）（在位 1395-1402 年）のミ
ラノ軍と戦ったが，彼の先の傭兵組隊長ジアコムッツォ・アテンドロに敗北した。その後，
彼は色々と雇用主を変えて 1410 年頃にはナポリ国王ラディスロ （ーLadislaus of Naples）（在






に就いた。また，1436 から 1439 年には，一転して，フィレンツェやヴェニスのためにミラノ
公に敵対して戦っている。そのミラノ公フィリポ・マリーア・ヴィスコンティ（Filippo






215 前掲書『平和の訴え』62 節 82 ページの 14 行目。
216 前掲書『平和の訴え』62 節 82 ページの 15 行目。
217 前掲書『平和の訴え』62 節 82 ページの 15 から 83 ページの⚑行目。
218 前掲書『平和の訴え』62 節 83 ページの⚑から⚒行目。
219 彼は，Giacomozzo Sforza あるいは Giacomo Sforza と呼ばれる。なぜ Sforza（strong の意味）と呼ばれたか
というと，彼の堅実で優れた戦術の力量から，その隊長であったアルビノ・ダ・バルビアノは，彼を Sforza
とあだ名したことに由来する。
220 しかし，前掲書『君主論』第 12 章（軍勢には幾つの種類があるかについて，また傭兵組について）87 ペー
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の本文 10 から 11 行目には「フランチェスコは適切な方策により豊かな力量によって一介の平民からミラ
ノ公に出世した。ゆえに千辛万苦の末ようやく手に入れたものを，大した苦労もなく持ち続けた」とある。




222 前掲書『平和の訴え』62 節 83 ページの⚔行目。
223 前掲書『平和の訴え』63 節 83 ページの 10 から 11 行目。
224 前掲書『平和の訴え』63 節 83 ページの 11 行目。
225 前掲書『平和の訴え』63 節 83 ページの 12 から 13 行目。
226 前掲書『平和の訴え』63 節 83 ページの 14 行目。
227 前掲書『平和の訴え』63 節 83 ページの 15 行目。
228 前掲書『平和の訴え』63 節 83 ページの 15 行目。
229 前掲書『平和の訴え』65 節 86 ページの⚑から⚓行目。


























231 前掲書『平和の訴え』65 節 86 ページの⚔行目。




233 前掲書『平和の訴え』66 節 86 ページの⚘から⚙行目。
234 前掲書『平和の訴え』52 節 71 ページの⚑から⚒行目。
235 前掲書『平和の訴え』52 節 71 ページの⚓から⚔行目。
236 前掲書『平和の訴え』53 節 72 ページの⚓行目。エラスムスは，一人の王が複数のあるいはいくつかの国を
治める同君君主制には反対であると思われる。エラスムスは，前掲書『平和の訴え』52 節 71 ページの⚗か
ら⚘行目において「真の王が統治している国家には自由がある」から「隷従は専制者が抑圧している国家に
だけ見られるもの」である，と説明している。
237 前掲書『平和の訴え』53 節 72 ページの⚔から⚕行目。











VIII）（1470 年生-1498 年没）（在位 1483-1498 年）とシャルル⚘世の子ルイ 12 世（Louis XII）




(Innocentius) VIII）（1432 年生-1492 年没）（在位 1484-1492 年）によって提供された。その
経緯は次のようである。教皇イノセント⚘世は，ナポリ王フェルディナント⚑世（Ferdinand
I）（1423 年生-1494 年没）（在位 1458-1494 年）が教皇権にその封建会費（feudal dues）の支
払を拒否したので，その国王を破門し退位を宣言した。一方，シャルル⚘世は，彼の祖父（シャ









た。次のローマ教皇には，アレクサンダー⚖世（Alexander VI）（1431 年生-1503 年没）（在
位 1492-1503 年）が選出された。
シャルル⚘世241 は，ミラノ公国の公爵継承の権利を楯にとって，ミラノ公国とナポリ王国
239 前掲書『平和の訴え』53 節 72 ページの⚗から⚘行目。
240 前掲書『平和の訴え』34 節 51 ページの 12 から 13 行目には「もう今となっては時代後れの，すたれた権利
を探しまわったり，でっちあげたり」している，とある。
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との争いに割り込んでイタリア遠征を計ったのである。1494 年 10 月にミラノ公国のルド
ウィーコ・スフォルツア（Ludovico Sforza）（1452 年生-1508 年没）（在位 1494-1500 年）が
その公国の公爵の位に就いた。この継承に対して，1494 年⚑月に他界したナポリ王フェル
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ニャ地方の占領を目指していた教皇アレクサンダー⚖世の支援のもとで，ルイ国王はフィレ
ンツェ共和国など250 を味方につけ，ナポリ王国の征服に向かった。実際，ナポリ国の王位継











ナント⚒世（Ferdinand II）（1452 年生-1516 年没）（在位 1479-1516 年）253 との共謀によって，















251 前掲書『平和の訴え』34 節 51 ページの 10 から 11 行目。




















になる」257 と結んでいる。実際，1503 年にフランス軍は，Cerignola の戦い258 および




















258 この戦いは，1503 年⚔月に南イタリアのバリ（Bari）近くでおこった。スペイン軍（Gonzalo Fernandez de
Cordoba の指揮下）とフランス軍（Louis dʼArmagnac の指揮下）の間での戦いであった。数の上ではフラ





259 この戦いは，スペイン軍（Gonzalo Fernandez de Cordoba の指揮下）とフランス軍（LudovicoII の指揮下）
の間で，1503 年 12 月に南イタリアのGarigliano 川の付近でおこった。両軍は，その川にかけられている橋
付近で攻防を繰りひろげたが，スペイン軍が勝利した。




262 前掲書『君主論』第⚓章（混合君主国について）27 ページの本文 10 から 12 行目参照。
















嫡出子）チェザーレ・ボルジョア（Cesare Borgia）（1475 年生-1507 年没）（ヴァレンチノ公




264 前掲書『平和の訴え』54 節 72 ページの 15 行目
265 前掲書『平和の訴え』54 節 72 ページの 15 から 73 ページの⚑行目。
266 前掲書『平和の訴え』54 節 73 ページの 10 から 11 行目。
267 エラスムスは，前掲書『キリスト者の君主の教育』第⚘章（盟約の締結）の 360 ページ⚓から⚔行目におい
て，フランスがイタリアに手を出していなければ，一層繁栄を謳歌できたはずである，と述べている。多
分，エラスムスの判断は正しいであろう。







































272 前掲書『君主論』第⚗章（他人の軍勢と幸運とのおかげで手に入れた新しい君主国）50 ページの 10 から 11









（1472 年生-1508 年没），シエナ公のパンドルフ・ペトルリッチ（Pandolfo・Petrucci）（1452 年生-1512 年没）





273 前掲書『君主論』第⚗章（他人の軍勢と幸運とのおかげで手に入れた新しい君主国）50 ページの 16 行目。
274 前掲書『君主論』第⚗章（他人の軍勢と幸運とのおかげで手に入れた新しい君主国）50 ページの 13 行目。






























277 前掲書『君主論』第⚗章（他人の軍勢と幸運とのおかげで手に入れた新しい君主国）52 ページの 10 から 11
行目。
278 前掲書『君主論』第⚗章（他人の軍勢と幸運とのおかげで手に入れた新しい君主国）52 ページの 12 から 13
行目。
279 前掲書『君主論』第⚗章（他人の軍勢と幸運とのおかげで手に入れた新しい君主国）52 ページの 14 から 15
行目。
















282 教皇アレクサンダー⚖世の後継者は，ピウス⚓世（Pius III）（1463 年生-1503 年没）（在位 1503 年⚙月 22
日-1503 年 10 月 18 日）であったが，彼は即位後すぐに亡くなり，その後にユリウス⚒世（Julius II）（1443






































287 前掲書『平和の訴え』74 節 94 ページの⚑から⚔行目。
288 前掲書『平和の訴え』74 節 94 ページの⚔から⚖行目。
289 前掲書『平和の訴え』76 節 96 ページの⚙行目。





















めに神聖ローマ帝国の皇帝マクシミリアン⚑世（Maximilian I）（1459 年生-1519 年没）（在位












292 前掲書『平和の訴え』48 節 67 ページの⚙から 10 行目。
















実際，1508 年 12 月に教皇ユリウス⚒世は，ヴェネツィア共和国を征服するために遠征を
計画し，教皇領297 の代表者たち，フランス王ルイ 12 世298，神聖ローマ帝国皇帝マクシミリア
ン⚑世299 およびアラゴン王かつカスティール王であったフェルディナント⚒世300 によって










294 前掲書『平和の訴え』48 節 67 ページの⚗から⚙行目。
295 前掲書『平和の訴え』48 節 68 ページの⚒から⚓行目。
296 前掲書『平和の訴え』48 節 68 ページの⚓から⚔行目。








1504 年）であり，同時に，ナポリ王フェルディナント⚓世（在位 1504-1516 年）であった。
301 ルイ 12 世の部隊は，ミラノを出発しヴェネツィアの領土内に侵攻すると，オルニシ家のバルトメロエ・ダ
ルヴィアノ（Bartolomeo dʼAlviano）（1455 年生-1515 年没）とニコロ・ディ・ピティリアーノ（Nicolo・di・
Pitigliano）（1442 年生-1510 年没）を傭兵部隊の隊長とするヴェネツィア軍と対峙したが，このヴェネツィ
アの部隊を負かし，フランス軍の勝利であった。フランス軍とダルヴィアノの軍事的な衝突は，ヴァイラ
の戦い（Battle of Vaila あるいは Battle of Agnadello）と言われている。前掲書『君主論』第 12 章（軍勢に
は幾つの種類があるかについて，また傭兵組について）92 ページの本文 11 から 12 行目に「ヴァイラでの
出来ごとのように，わずか一日のうちに，過去 800 年の間苦心を重ねて末やっと手に入れた所領を失った
































303 1512 年には，フランス軍のイタリアでの指揮官にガストン・ド・フォア（Gaston de Foix）（1589 年生-1512





Giacomo Trivulzio）（1440/1441 年生-1518 年没）をミラノの外に追い出している。彼は，かつて（1499 年
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クシミリアン・スフォルツアが公爵の位に就いた。このフランス軍の大敗後，ヴェネツィア
軍は，1513 年 10 月にヴィセンツア近くで起こったラモタの戦い（Battle of La Motta）に敗れ
た。
1513 年⚒月には教皇ユリウス⚒世が他界し，新しい教皇にレオ 10 世（Leo X）（1475 年生-
















フランス国王ルイ 12 世は 1515 年⚑月に崩御した。その時，彼には男児がいなかったので，
王位を継ぐことができる筆頭は，彼の娘と結婚していたフランソワ・アングレーム（François
Angoulême）（1494 年生-1547 年没）であった。彼がフランソワ（フランシス）309 ⚑世
（François (Francis) I）（在位 1515-1547 年）としてフランス王位に就いた。王位に就く，直
ぐに，彼は，先祖（義父のルイ 12 世）によるミラノ公爵位の継承権を主張し，ミラノ公国を
再度占領するために軍を招集した。フランソワ⚑世の軍は，スイスの傭兵隊と衝突すること




1516 年⚘月と 12 月にノワイヨン条約（Treaty of Noyon）とブリッセル条約（Treaty of
305 前掲書『平和の訴え』75 節 95 ページの 12 から 13 行目。
306 前掲書『君主論』第 11 章（宗教君主国について）82 ページの本文 12 から 13 行目。
307 前掲書『平和の訴え』48 節 68 ページの⚑から⚒行目。
308 前掲書『平和の訴え』48 節 68 ページの⚓から⚔行目。
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Brussel）が締結された。前者の条約は，フランソワ⚑世とスペイン王カルロス⚑世310（1500

























310 彼は，1519 年から 1556 年の間，神聖ローマ皇帝位にあった。また，彼は，ナポリ国王やアラゴンおよびシ
シリー国王（在位 1516-1556 年）であり，ネーデルランド領主（在位 1506-1556 年）でもあった。
311 前掲書『平和の訴え』49 節 68 ページの⚘行目。たとえば，フランソワ⚑世と縁組みをしたクロード（Claude）
は，初め，神聖ローマ帝国の将来の皇帝であったカール⚕世（皇帝マクシミリアン⚑世の孫）と婚約してい






312 前掲書『平和の訴え』49 節 68 ページの⚙行目。
313 前掲書『平和の訴え』49 節 68 ページの 10 から 11 行目。
314 前掲書『平和の訴え』49 節 68 ページの 11 行目。
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1516 年に生まれたフランソワ⚑世の二番目の娘シャルロット（Charlotte）とカルロス⚑世が
結婚した。しかし，シャルロットも幼くして 1524 年に死亡した。このとき，既に，カルロス



















316 彼女は，ヘンリ⚘世（Henry VIII）（在位 1509-1547 年）とキャサリン・アラゴン（Catharine of Aragon）
（1452 年生-1516 年没）の最初の子であった。イングランド王妃メアリーは，最初，彼女が⚒歳の時にフラ






317 前掲書『平和の訴え』75 節 96 ページの⚑から⚒行目。
318 前掲書『平和の訴え』75 節 96 ページの⚒から⚔行目。
319 前掲書『平和の訴え』75 節 96 ページの⚕行目。
320 前掲書『平和の訴え』75 節 96 ページの⚖から⚗行目。
321 前掲書『平和の訴え』76 節 96 ページの 12 から 14 行目。
322 前掲書『平和の訴え』76 節 96 ページの 15 行目。






























324 前掲書『平和の訴え』76 節 97 ページの⚑から⚒行目。
325 前掲書『平和の訴え』76 節 97 ページの⚙行目。
326 前掲書『平和の訴え』76 節 97 ページの⚙行目。
327 前掲書『平和の訴え』66 節 86 ページの⚗から⚘行目。





































330 前掲書『平和の訴え』54 節 72 ページの 11 から 12 行目。
331 前掲書『平和の訴え』34 節 52 ページの⚑から⚒行目。


































333 前掲書『平和の訴え』76 節 96 ページの 10 から 11 行目。
334 エラスムス著（二宮 敬訳）『戦争は体験しない者にこそ快し』（戦争と平和）310 ページ 10 から 11 行目。
335 上掲書『戦争は体験しない者にこそ快し』（戦争と平和）310 ページ 11 から 12 行目。
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